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【学校評価】 

今年度の学校評価にご協力いただき、誠にありがとうございました。教職員はもちろん

のこと、２月２日（月）に開催しました学校運営協議会においても、すべての情報を共有し、

様々な観点からご協議いただきました。そこでは、私から本校の過去３年間のデータと、

今年度、子どもたちが学校生活の大半を占める授業において、教師の授業力を高めるた

めの取組などを中心にご説明させていただきました。 

学校運営においては、教職員の経験や勘だけに頼る「暗黙知」ではなく、数値化やわ

かりやすい表現にした「形式知」にして、エビデンスをもとに教職員や学校運営協議会、

保護者の皆様と共有することが大切であると捉えています。そこで、今回の学校評価の一

部をお伝えいたします。 

学校評価の結果は、子どもたちからは、「わからないことを先生に質問しやすい」が

80％で、昨年度よりも 7.5ポイント、「学習の成果を適切に評価

してくれる」が昨年度よりも４．４ポイント上昇しました。（右表） 

また、Ｒ５～7 年度の経年変化は「個に応じた指導をしてくれる」

が 81.9％、84.7％、86.2％、「学校に行くことが楽しい」が

79.1％、81.4％、82.3％、「先生は悩みや不安について相談

にのってくれる」が 81.9％、84.3％、85％とよい方向に向かっ

ていました。しかし、「進路について相談にのってくれる」が

76.3％、84.7％、86.2％と向上しましたが、「進路について学習してくれる」が82.7％、

88.2％、85％と昨年度に比べ、3.2ポイント低下しました。学年が下がる毎によくなかっ

たため、１，２年生の職員で早急に対応いたしました。 

また、保護者からは、子どもたちと同様に、「授業のわからない

ところを質問しやすいと言っている」が 66.3％で昨年度よりも

5.8 ポイント、「子どもの取組や成果を適切に評価してくれてい

る」が 4.3 ポイント、「子どもは、授業をわかりやすいと言ってい

る」が3.1ポイント上昇しました。（右表） 

課題は子どもたちと同様、「進路情報を知らせるとともに適切

な指導を行なっている」がとてもよくあてはまるが、昨年度

31.5％から 33.7％と向上しましたが、肯定的な回答では、昨

年度86％から 82.8％と 3.2ポイント低下しました。ただ、ほと

んど項目において向上することができましたので、本校の取組



にご理解いただいていたことに感謝申し上げます。今後も、よい点はさらに伸ばし、改善

点は教職員と協議し、早期の改善に努めてまいります。 

その他、学校での様々な取組について、学校運営協議会において熟議していただき、

学校評価総括表としてまとめ、年度末にはホームページにて公表いたします。 

学校評価や様々な取組のふり返りを教職員と共有して、子どもたち一人ひとりが自分

は大切にされていると実感することができ、子どもたちの無限の可能性を高めるように取

り組んでまいります。それが、子どもたちにとって学校が、「心の居場所」になり、「また、

明日も行きたい」「仲間との生活が楽しい」などと思える『魅力のある学校づくり』に繋が

ると信じています。今後ともご協力いただきますようお願いいたします。 

 

【大人の正しい装い】 

２月10日に私立高校、本日16日に公立高校の推薦・特色選抜入試がありました。 

私立高校のスポーツ推薦や公立の推薦・特色選抜入試の子どもた

ち全員に校長面接を実施しました。「なぜ、その高校を受験しようと考

えているのか」「将来のどのような夢を抱いているか」などについて質

問しました。全員、しっかりと自分の思いや考えを述べてくれました。と

ても頼もしく、嬉しく思いました。 

面接では、話す内容はもちろんのこと、服装などにも気をつけなくてはいけないことは

言うまでもありません。これは、面接試験だけでなく、これから立派な大人として、社会で

活躍する上で大切なことです。 

では、大人の正しい装いとは、どのようなものでしょうか。私は、

自分の好きなものを纏う
ま と う

ことから一歩進んで、周りの人に配慮する

装い
よそおい

が必要だと思います。自分が何を着たいのかだけではなく、

周りにどのような印象を与えるのか、また、相手のことや、どのような場であるかを考える

ことも大切です。そして、大切なことは清潔感です。それは人への信頼感に直結します。高

級な服装でなくてもいいです。大人のおしゃれには清潔感が一番大事です。ヨレヨレのブ

ランド服を着ているよりも、洗いたてのファストファッションの服を毎日着ている方がずっ

と素敵です。身なりがきちんとしていると話すことにも説得力が増してきます。また、清潔

感を生み出すのは、その人物の行き届いている感じが相手にも伝わります。汚れやしわ、

ほつれ等がないかを確認し、手入れが怠らないように心掛けていきましょう。また、服装

だけでなく、髪や爪、靴のかかとやつま先など、先端まで意識を行き届かせることも大切

です。自分の好きな服装を選ぶよりも、その場にふさわしい服装を選ぶのが素敵な大人

のおしゃれです。 

加えて、楽しそうな笑顔でいれば、周りの人も、その場も明るい雰囲気になります。大人

のおしゃれを意識して、周りの人に喜んでもらいたいという気持ちが、結果、自分自身が

毎日を楽しくさせる秘訣だと信じています。 


